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心
る
さ
と
環
境
価
値
づ
く
り
㎜
選

　
　
　
　
～
市
内
4
地
区
が
指
定
さ
れ
る
～

　
昨
年
末
、
県
内
各
市
町
村
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
県
が
選
定
作
業
を

行
っ
て
い
た
「
、
心
る
さ
と
環
境
価
値
づ
く
り
1
0
0
選
」
に
市
内
の
「
権

現
堂
自
然
公
園
」
な
ど
4
地
区
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
身
近

な
環
境
保
全
事
例
を
選
定
・
紹
介
し
、
環
境
保
全
に
取
り
組
む
社
会
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
県
が
行
っ
た
も
の
で
、
3
月
31
日
付
け
で
県
内
1

1
8
か
所
の
公
園
な
ど
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
県
で
は
6
月
を
目
途
に

紹
介
冊
子
を
作
成
し
、
市
町
村
な
ど
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

権
現
堂
自
然
公
園

　
　
　
　
　
　
　
（
五
軒
新
田
）

　
権
現
堂
自
然
公
園
は
、
平
成
3
年

に
植
林
作
業
道
が
東
京
電
力
の
送
電

線
作
業
の
た
め
に
舗
装
さ
れ
て
以
来

公
園
整
備
の
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
地
区
振
興
会
を
中
心
に
大
井
田
自

然
公
園
運
営
協
議
会
を
組
織
し
て
活

動
を
開
始
。
山
頂
付
近
に
駐
車
場
と

ト
イ
レ
を
整
備
す
る
と
と
も
に
春
秋

に
草
刈
り
や
清
掃
作
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
東
屋
が
完

　　馨灘難

成
、
今
後
は
植
林
・
広
場
の
整
備
な

ど
を
行
い
、
草
花
の
あ
る
自
然
豊
か

な
公
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
東
屋
か
ら
の
夕
暮
れ
や
市
街
地
の

景
観
は
絶
景
で
、
地
区
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
箇
あ
じ
さ
い
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
（
落
之
水
）

　
あ
じ
さ
い
公
園
は
、
む
ら
お
こ
し

と
い
う
発
想
で
地
域
住
民
が
造
っ
た
、

「
手
づ
く
り
公
園
」
で
す
。
地
主
の
協

力
を
得
て
5
・
8
診
の
雑
木
林
を
確

保
。
昭
和
5
5
年
に
地
域
の
若
者
た
ち

を
中
心
に
伐
採
・
植
え
込
み
・
草
取
り

作
業
が
始
ま
り
、
3
年
後
に
は
6
0
0

株
に
花
が
咲
き
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
自
力
に
よ
る
遊
歩
道
の

開
削
の
ほ
か
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
行

政
の
支
援
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
造
成
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延

べ
1
4
、
0
0
0
人
、
植
栽
株
数
1

3
、
5
0
0
株
、
全
山
を
あ
じ
さ
い

が
埋
め
尽
く
す
市
内
の
一
大
名
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
さ
と

大
井
田
の
郷
（
四
日
町
2
）

　
神
宮
寺
周
辺
は
か
つ
て
田
ぼ
に
囲

ま
れ
、
境
内
の
苔
や
杉
林
と
調
和
し
た

美
し
い
農
村
景
観
を
つ
く
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
都
市
化
の
波
が
押
し

寄
せ
周
辺
の
宅
地
化
が
進
み
、
道
路

が
境
内
地
に
接
近
し
て
建
設
さ
れ
る

な
ど
、
景
観
の
破
壊
が
進
み
ま
し
た
。

　
平
成
4
年
、
市
の
「
ま
ち
づ
く
り

補
助
事
業
」
に
採
択
。
地
区
振
興
会

が
中
心
と
な
り
「
大
井
田
の
郷
づ
く

り
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、
草
刈
り

や
水
路
確
保
、
池
の
造
成
、
花
な
ど

を
植
え
る
活
動
、
魚
や
ド
ジ
ョ
ウ
の

放
流
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
大
井
田
の
郷
づ
く
り
は
、
行
政
を

巻
き
込
ん
だ
地
域
あ
げ
て
の
環
境
保

全
、
美
し
い
景
観
の
創
造
活
動
で
す
。

も
て
な
し
の
心
で
取
り
組
む

　
　
　
花
い
っ
ぱ
い
の
道
路

　
　
　
（
国
道
…
号
・
水
沢
地
区
）

　
リ
ゾ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
で
交

流
人
口
の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
中
、

平
成
元
年
か
ら
商
工
会
青
年
部
を
中

心
に
、
国
道
1
1
7
号
に
沿
っ
た
プ

ラ
ン
タ
ー
の
設
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
環
境
美
化
を
図
り
、
来
訪

　
　
　
　
　
え
紙
塗
　
　
き
が

者
に
「
も
て
な
し
の
心
」
を
表
現
し

よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
。
8
年

か
ら
は
水
沢
地
区
振
興
会
も
加
わ
久

一
般
参
加
や
中
学
生
に
も
呼
び
掛
け

る
な
ど
、
年
々
活
動
範
囲
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
大
黒
沢
・
水
沢
間
5
㎞

に
プ
ラ
ン
タ
ー
4
0
0
個
が
設
置
さ

れ
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
す
ば
ら
し

い
景
観
を
造
り
出
し
て
い
ま
す
。

　　自宅での遷み焼却には

　　　　　　十分遷注憲くだ岱い

　最近市民から、焼却の際の黒煙や焼却灰及び燃え

カスの飛散による苦情溺多く寄懸ら蕊て鱒ま塗。紙

くずなどを由分で焼却する際には、近隣の迷惑磁塗

らな恥ようざ涯1意くださ恥。

　また、主に塩化ビ蕊一ル製晶嶽εが燃焼ずる葱き

にダイオ聾シン溺発生し、人体に脊害癒訪る蓬とが

指摘されで嶺ます。

　このため市懸は、昨隼の難月から小・中学校及び

公立保育所の焼却炉を廃止しました。ダイオキシン

の発生を防止するために、家庭などぞもビニール癖

プラスチック類を焼却しな恥ようにお願》）します。

　なお、十日町市州西町衛生施設維合の焼却施設御ニ

コクウーンセンター）は、ダイオキシン発生抑制に

つ嶺て国の墓準を満旋して協ます。

ロ聞い合わせ　市幾i生活課盤活環境係（錘騨一3灘勤

誰園町市lU西町衛生施設縄合（饗52－3924）戴。
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十日町きもの総合求評会

～さらに充実した期待の新作を

　　　　　各メーカーが一堂に発表～

通
産
大
臣
賞
に
輝
い
た
柏
田
屋
㈱
の

「
手
描
友
禅
黒
留
袖
花
亀
甲
」

発
表
後
3
年
目
を
迎
え
た

「
散
歩
着
」
は
、
今
年
も
好
評
で
す

初
の
試
み
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
求
評
会

　
　
　
　
i
今
回
の
テ
ー
マ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
き
も
の
を
着
て
み
た
い
・
生
活
者
の
視
点
」
ー

　
9
8
十
日
町
き
も
の
総
合
求
評
会
が

4
月
8
日
㈱
～
1
2
日
㈲
の
5
日
間
、

総
合
体
育
館
と
武
道
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
き
も
の
を
着

て
み
た
い
・
生
活
者
の
視
点
」
で
す
。

商
品
別
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

28

社
が
部
門
別
に
1
7
3
点
を
、
メ

ト
カ
ー
別
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
2
5
社
が
2
0
の
ブ
ー
ス
に
91
点
の
新

作
を
展
示
。
産
地
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
タ
ウ
ン
カ
ジ
ュ
ア
ル
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ
れ
た
「
散
歩

着
」
が
き
も
の
と
帯
、
羽
織
な
ど
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
、
9
9
タ
イ

プ
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連

催
事
と
し
て
手
織
り
、
墨
つ
け
、
く

び
り
、
八
丁
撚
糸
の
伝
統
工
芸
実
演

コ
ー
ナ
ー
、
十
日
町
織
物
懐
古
展
、

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
展
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
回
初
め
て
「
ま
ち

ぐ
る
み
の
求
評
会
」
を
と
の
コ
ン
セ

プ
ト
か
ら
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に

紅
白
幕
や
ペ
ナ
ン
ト
が
掲
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
3
日
間
の
審
査
期
間
に
訪
れ
た
問

屋
・
商
社
・
小
売
店
な
ど
は
全
国
か

ら
2
8
6
人
。
1
1
日
d
ゆ
・
1
2
日
㈲
に

は
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
約
2
千
5
百
人
の
入
場
が
あ
り

ま
し
た
。

各
種
補
助
制
度
を
慈
利
用
嚢
捲
、
種

κ
　
　
　
　
　
　
＜

をじユミ

騰

ゆ
め
・
わ
ざ
・
も
の
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
支
援
補
助
金

①
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
新
た
な
事
業
展
開
を
す
る
た
め

の
企
画
・
調
査
・
立
案
な
ど
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
率
　
5
0
％
以
内

▼
補
助
金
額
　
5
0
～
1
0
0
万
円

②
わ
ざ
づ
ぐ
り
支
援
補
助
金

　
技
術
開
発
や
試
作
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
率
　
5
0
％
以
内

▼
補
助
金
額
　
1
0
0
～

　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
万
円

③
も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
新
商
品
を
開
発
す
る
の
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
率
　
5
0
％
以
内

▼
補
助
金
額
　
1
0
0
～

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0
万
円

※
募
集
期
限
　
5
月
1
5
日
樹
ま
で

地
域
産
業
開
発

促
進
事
業
費
補
助
金

　
中
小
企
業
者
の
団
体
な
ど
が
行

う
共
同
施
設
・
設
備
整
備
事
業
や

新
技
術
新
商
品
研
究
開
発
な
ど
の

事
業
に
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
率
　
5
0
％
以
内

▼
補
助
金
額
　
2
0
0
～

　
　
　
　
　
　
1
、
0
0
0
万
円

▼
募
集
期
限
　
5
月
n
日
㈲
ま
で

外
部
頭
脳
活
用
技
術

　
　
　
　
　
　
　
支
援
事
業

　
新
規
事
業
分
野
へ
の
進
出
ま
た

は
創
造
的
事
業
活
動
を
行
う
中
小

企
業
に
対
し
て
、
県
が
高
度
な
技

術
力
を
も
っ
た
専
門
家
を
派
遣
し
、

「
技
術
面
」
に
つ
い
て
中
小
企
業

者
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
る

た
め
に
必
要
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

▼
企
業
の
負
担
額
　
委
託
料
（
謝

　
金
と
旅
費
の
合
計
額
）
の
5
0
％

▼
募
集
期
限
　
5
月
2
0
日
㈱
ま
で

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

　
　
　
　
支
援
指
導
事
業

　
新
規
事
業
分
野
へ
の
進
出
ま
た

は
創
造
的
事
業
活
動
を
行
う
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県
が

「
経
営
面
ま
た
は
技
術
面
」
の
専
門

家
を
派
遣
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な

ど
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
る

た
め
に
必
要
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

▼
企
業
の
負
担
額
　
県
が
専
門
家

　
に
支
払
う
謝
金
の
3
分
の
ー

▼
募
集
期
限
　
5
月
2
0
日
㈱
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
商
工
労

働
部
新
産
業
振
興
課
（
盈
0
2

5
－
2
8
5
1
5
5
1
1
内
線

　
2
7
8
1
、
2
7
8
2
）
へ
。

平成10年4月25日号3
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貸付限度額 貸付利率 期　間 取扱金融機関 市役所聞合わせ先

500万円
信用保証付

　　　2．4％
その他　2．9％

5年以内
第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）

商工観光課
　52－5569

750万円
信用保証付

　　　2．4％
その他　2．9％

5年以内
第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）

商工観光課
　52－5569

1億5千万円 3．3％ 10年以内
第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）

商工観光課
　52－5569

3千万円 3．0％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協

商工観光課
　52－5569

50万円 2．0％ 3年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協

商工観光課
　52－5569

300万円 3．49％ 10年以内 労働金庫
商工観光課
　52－5569

総事業費から、自己

資金・補助金・寄付

金等を差し引いた額
3．3％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協

企画人事課
57－3111（内線215）

100万円 2．5％ 4年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協・労働金庫

下　水　道課

　52－7441

500万円 3．0％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協・労働金庫

建設課克雪利雪対策室

57－3111（内線274）

1千万円 3．0％ 7年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協・労働金庫

市民生活課
57－3111（内線157）

1億円 3．0％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協

健康福祉課
57－3111（内線141）

営業用等（1億円）

その他（1千万円）
3．3％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）

市民生活課
57－3111（内線157）

500万円 2．5％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協・労働金庫

区画整理課
　52－7512

250万円 2．0％ 10年以内
申し込みは

　　市健康福祉課へ
健康福祉課

57－3111（内線133）
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資　　　金　　　名 資金使途 貸　　付　　対　　象

中小歪業振翼資金 運転　・設備
市内に工場または店舗等を有し、かつ同一事業を6か月以上営

む中小業者（工鉱業・運送業・卸売業・サービス業、ただし、

市税等完納者・法人）。

地方産業育成資金 運転　・設備
市内に住所若しくは事業所を有する中小業者（鉱業・建設業・

製造業・卸売業・小売業・運輸通信業・サービス業）で、営業

期間1年以上、ただし、市税等完納者・法人。

玉　場建設資　金
用地取得造成
建設　・設備

市工場設置奨励条例により「奨励工場」の指定を受けた者。

小売商業近代化資金
店舗新築・増改築

改装　・ほか

市内に住所・店舗を有し、引き続き1年以上同一事業を営んで

いる小売商業者。ただし、市税等完納者・法人。

・離職者生活安定資金 生　活　資　金
・市内居住者で、倒産・事業所閉鎖等による離職者等。

・公共職業安定所に求職票を提出してある者。

ただし市税等完納者。

勤労者住宅建設資金
住　宅　新　築

改築　・購入

・市内に2年以上居住している者。

・市内に自ら居住するため住宅を新増改築・購入する者。

・未組織の労働者にあっては労信協の保証条件に合致する者。

地域集会施設助成資金
地域集会施設

　新改築・購入
土　地　購　入

集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購入、また

は集会施設の用に供する土地を購入する者。

排水設備等設置資金 排水設備等の設置
・処理区域内において排水設備等の設置工事を行う者。

・処理区域内における建築物の所有者または占有者。

・市税、下水道受益者負担金、使用料の完納者。

克雪住宅づく鰻資金
融雪式・耐雪式・

落雪式住宅の新
築・改築

個人または法人（従業員30人未満）で、市税等を完納している

者、かつ貸付金の償還能力が取扱金融機関の定める条件に適合
する者。

公　害　防　止資　金
公害除去防止等機

器設置、工場移転

資本金5千万円以下、従業員3百人以下の中小企業で、市内に

工場または事業所を有する者。

診療癬施設設備資金
施設・医療機器購

入設置、用地購入

診療所の施設・設備・用地の取得、十日町市・中魚沼郡医師会

の会員で、会の承認を得た者。

駐車場設置資金 駐車場設置
市長の定める区域内に自動車5台以上の収容能力を有する駐車

場を新たに設置する者で、市内在住の個人または法人等。

十日購駅西土地区画
整理事業宅地規模
適　距　化　資・金

付換地購入
市土地区画整理事業の地権者で十日町駅西土地区画整理事業
付換地取扱要領の規定に基づく付換地を購入しようとする個人

または法人で、市税等完納者、貸付金の償還能力等を有する者。

障害考儀宅整備資金
障害者の居室等の

増改築または改造

市内に住所を有し、親族である障害者と同居する者または障害

者で、障害者等向けの居室等の増改築・改造を自力で整備する

ことが困難な者（市税完納者）。

5　　平成10年4月25日号
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TOKAMACHI
まちの声　みんなの声

　
平
成
8
年
に
岡
山
県
山
手
村
を
中

心
に
第
3
回
大
井
田
氏
サ
ミ
ッ
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
条
に
本

拠
の
あ
っ
た
大
井
田
氏
が
、
山
手
村

の
備
中
福
山
城
を
め
ぐ
っ
て
足
利
軍

と
三
日
三
晩
の
死
闘
を
繰
り
広
げ
た

年
か
ら
6
6
0
年
の
節
目
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
当
時
山
手
村

の
先
祖
は
大
井
田
軍
に
積
極
的
な
食

糧
援
助
な
ど
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
古
い
歴
史
背
景

が
縁
と
な
っ
て
山
手
村
と
中
条
地
区

の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。丸と6乏積当官繰うカミはサ山　広がれ交流の輪
　累肇岩驕臆鮪農蒐山案～焉　　　　　深まれ交流の絆

書欝鯖讐魁蘇挿雛離会会長樋・熊蔵・ん

●

ずロ　　　じロ　　　　　コロロ　り　　　ロじロ　り　　　　ロ　りり　　　　　　　　ロ

i　　　5月25日号のテーマ　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

：　　　「サッカーに夢を託す」　　　：
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　Wカップサッカーフランス大会も開

催間近。また市内では川治小学校がコ

モカップに初の海外遠征を行います。

サポーターや選手として海外遠征に託

す熱い思いを皆さんからお聞きします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　5月10日（日）までに企画人事

　課広報広聴係（〒948－8501十日町市

　千歳町3－3　盈57－3111内線213）

　
枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会

は
平
成
4
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

草
刈
り
や
自
然
学
校
・
手
打
ち
そ
ば

の
会
・
冬
囲
い
体
験
な
ど
豊
か
な
自

然
を
利
用
し
た
催
し
に
年
問
延
べ
3

0
0
人
の
人
た
ち
が
こ
こ
を
訪
れ
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
す
べ
て
の
会
員
に

配
布
さ
れ
る
季
刊
誌
「
か
れ
き
ま
た

ク
オ
ー
タ
リ
ー
」
は
全
国
と
枯
木
又

を
結
ぶ
情
報
交
換
の
場
で
す
。
こ
の

ほ
か
1
2
月
に
な
る
と
全
国
の
賛
助
会

員
約
6
0
人
に
魚
沼
米
や
山
菜
、
な
め

こ
や
干
し
柿
な
ど
地
元
の
産
物
を
送

発奪杢場茎華冬盤警堅慧羊翻墜　　　響騒．墜
の山国で国かてこ年ど手れジ交流とは故郷の営みを
霧菜霧克藷馨雲霧盟象望芒天　　　　再確認すること

鶴曇あ魏麟諮姦惚枯木又エコミユ講雛山田栄・ん

鰯

　
　
　
ヤ

　
　
　
ー
V
　
ん

　
　
“
、
合
藤

・
．
落
れ

、
結
触
田

撫
を
の
池

　
　
条
心
長

　
　
と
霧

　
．
市
　
市
め

欝
都
都
進

　
地
域
づ
く
り
や
、
幅
広
い
視
点
を

も
っ
た
人
材
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

か
ね
て
か
ら
下
条
地
区
で
は
交
流
に

つ
い
て
の
様
々
な
議
論
が
重
ね
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
当
地
区
で
は
社
会
教

育
を
べ
ー
ス
に
し
た
「
都
市
と
の
交

流
」
を
進
め
る
こ
と
が
方
向
づ
け
ら

れ
た
の
で
す
。
平
成
2
～
3
年
度
に

は
首
都
圏
の
学
校
や
消
費
者
団
体
な

ど
を
訪
れ
交
流
の
あ
り
方
を
模
策
し

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
生
涯
学
習
を

目
的
に
活
発
な
事
業
を
展
開
し
て
い

⑳　　いちばんいいて

神奈川県横浜市都筑区牛久保西1－8－22（市内七軒町出身・43歳）庭野修次さん

　
十
日
町
を
離
れ
て
、
も
う
2
5
年
が
経
ち
ま
す
。

雪
深
い
冬
が
去
り
、
欄
漫
の
春
を
迎
え
る
と
き

の
感
動
は
、
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
十

日
町
の
雪
国
な
ら
で
は
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
1
月
の
鳥
追
い
と
節
季
市
。
小
学
校
1
年
の

こ
ろ
、
小
正
月
に
高
田
町
で
ホ
ン
ヤ
ラ
洞
を
父

や
近
所
の
人
た
ち
が
造
り
、
そ
の
中
で
餅
を
焼

い
て
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
鳥
追

い
唄
を
何
度
も
歌
っ
た
も
の
で
す
。

　
2
月
は
雪
ま
つ
り
。
小
学
校
6
年
の
こ
ろ
、

飯
山
線
の
線
路
脇
の
空
き
地
で
学
級
対
抗
の
雪

像
造
り
を
し
ま
し
た
。
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ク
ラ
ス
全
員
で
花
や
動
物
な
ど
の
像

を
楽
し
み
な
が
ら
造
っ
た
も
の
で
す
。
横
浜
か

ら
初
め
て
家
内
を
連
れ
て
い
っ
た
雪
ま
つ
り
。

着
物
シ
ョ
ー
の
華
や
か
さ
と
白
い
雪
像
の
後
方

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
の
美
し
さ
に
、
寒

さ
を
忘
れ
て
感
激
し
た
よ
う
で
す
。

　
3
月
の
雪
消
し
。
高
校
時
代
、
体
育
の
授
業

が
早
く
で
き
る
よ
う
に
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雪

消
し
を
全
員
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最

近
は
雪
が
少
な
く
な
り
、
雪
消
し
の
必
要
も
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
4
月
は
艶
や
か
に
咲
き
競
う
桜
。
十
日
町
の

招
魂
社
の
春
燗
漫
の
花
景
色
。
満
開
の
花
の
下

で
の
花
見
の
宴
。
妻
有
の
山
々
の
春
は
、
ま
さ

に
百
花
練
乱
で
す
。

　
そ
し
て
5
月
の
山
菜
。
私
に
と
っ
て
十
日
町

で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
「
木
の
芽
」

と
母
の
田
舎
ご
っ
つ
お
は
絶
品
で
す
。

　
や
っ
ぱ
し
、
十
日
町
が
い
ち
ば
ん
い
い
て
。
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昨
年
は
中
条
小
学
校
と
山
手
小
学

校
の
6
年
生
に
よ
る
相
互
交
流
が
実

現
し
て
い
ま
す
。
夏
は
山
手
村
に
行

き
特
産
の
白
桃
収
穫
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
冬
は
市
内
中
条
地
区

に
お
い
て
雪
に
接
す
る
催
し
を
中
心

に
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
慣
れ
な
い

環
境
の
中
で
戸
惑
い
を
み
せ
る
子
供

も
い
ま
し
た
が
、
別
れ
際
の
涙
は
交

流
の
成
果
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
で
し
た
。
そ
れ
以
降
家
族
ぐ
る
み

の
付
き
合
い
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
気
象
や
生
活
環
境
の
全
く
違
う
2

つ
の
地
域
で
す
が
、
6
年
生
の
相
互

交
流
を
核
に
、
物
産
交
流
や
文
化
交

流
を
進
め
る
こ
と
で
互
い
を
理
解
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
み
つ
け
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
引
き

続
き
交
流
の
輪
を
広
げ
、
絆
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　輯　　　　　　　　　　　　　　　輯　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　喩　　　　　　　　　層　　　　　　　　　囎　　　　　　　　禰　　　　　　　　榊　　　　　　　輯　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　ロ　ー　曽曹一

っ
て
と
て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
と
い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
生

ま
れ
た
言
葉
で
す
。
エ
コ
つ
ま
り
エ

コ
ロ
ジ
ー
（
環
境
）
と
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
そ
こ
に
住
む
者
の
営
み
）
に
価
値

を
み
い
だ
し
、
全
体
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
記
念
館
）
と
し
て
大
切
に
守
っ

て
い
こ
う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

都
会
の
人
た
ち
か
ら
は
枯
木
又
で
の

生
き
方
を
支
え
て
も
ら
い
、
あ
わ
せ

て
一
歩
離
れ
た
視
点
か
ら
地
域
全
体

を
再
評
価
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た

都
会
の
人
た
ち
に
は
自
然
や
人
々
と

の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
や
す
ら
ぎ
を

与
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
交
流
を
長
続
き
さ
せ
る

に
は
気
兼
ね
せ
ず
気
楽
に
や
っ
て
い

く
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
床
の
間

で
な
く
居
間
に
迎
え
入
れ
る
姿
勢
で

こ
れ
か
ら
も
枯
木
又
と
全
国
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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る
東
京
都
日
野
市
の
「
働
社
会
教
育

協
会
・
日
野
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
」

と
交
流
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
交
流
は
4
年
の
十
日
町

雪
ま
つ
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
若

者
を
中
心
と
す
る
「
ひ
の
ス
ノ
ー
マ

ン
」
が
雪
の
芸
術
作
品
づ
く
り
に
参

加
し
、
交
流
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ

れ
た
の
で
す
。
以
後
雪
像
づ
く
り
に

は
毎
年
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
に
4
回

の
入
賞
実
績
を
誇
り
ま
す
。
制
作
期

問
中
は
延
べ
2
0
0
人
も
の
人
が
下

条
を
訪
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
小
学
生

を
対
象
と
し
た
雪
国
体
験
、
山
菜
採

り
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
下
条
か
ら
も
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
の
バ
ザ
ー
参
加
や
小
学
生

に
よ
る
東
京
ミ
ニ
留
学
な
ど
、
年
問

を
通
じ
て
相
互
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
多
彩
な
活
動
を
続
け
な

が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
交
流
の
輪

が
広
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

者
蒼
差
グ
企
ヴ
ー
4
⑰

き鵜誕畿編魏脚．論
なきものの入出荷を扱っています。毎日きも

のと接しているうちに、自分の好みも自然と

出てきます。ジュサブローの作品が大好きで

私もいつかは手に入れたいと思っているんで

すよ。多くのきものの中からすばらしい作品

に出会えることが何よりの楽しみですね。

写
　　真のネコは「くるみ」です。この子は私

　　が短大を卒業し、こちらに戻ってきた当

時から一緒に暮らしているんですよ。ドレッ

サーの椅子がこの子のお気に入りの場所です。

会話はできませんが、私が長電話をしている

とやきもちをやいたり、泣き真似をすると心

配してくれたり様々な表現で私を気づかって

くれる大切な家族の一員です。

ス蕪譜霧繕詫蔽計鰭繕
標は5月に行われるバレーボールの大会です。

念願の1勝を目標に練習に汗を流しています。

※長期休暇で海外旅行に行くのが夢という根津さんの

　紹介で、次回は田村晃さんにバトンタッチ。

　　　パ　　　のザ　　〆　罐…、

o　。．！！
ト　勧爵摂酒〆

、》鵡

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

引
盈
0
3
、
3
5
4
6
匿
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

第
6
回
上
野
公
園
花
見

ツ
ア
ー
に
1
7
0
人
が
参
加

　
4
月
5
日
㈲
、
上
野
で
大
好
き
．

十
日
町
会
主
催
の
お
花
見
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
十
日
町
か
ら
は
尾
身

県
議
や
村
山
収
入
役
ら
約
7
0
人

が
、
地
元
首
都
圏
か
ら
は
涌
井
東

京
十
日
町
会
々
長
を
は
じ
め
1
0

0
余
人
が
参
加
し
、
総
勢
1
7
0

人
を
超
え
る
盛
大
な
お
花
見
と
な

り
ま
し
た
。

　
商
工
観
光
課
の
職
員
が
前
夜
か

ら
徹
夜
で
確
保
し
た
広
い
場
所
も
、

歩
け
な
い
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。
大

変
な
規
模
と
に
ぎ
に
ぎ
し
さ
の
せ

い
か
、
開
宴
前
か
ら
見
物
人
が
絶

え
ず
、
非
常
に
人
目
を
引
く
お
花

見
で
し
た
。

　
お
花
見
に
は
、
事
務
所
が
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
滝
沢
政
治

さ
ん
と
春
日
寛
さ
ん
が
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　
滝
沢
さ
ん
は
、
東
京
十
日
町
会

の
幹
事
を
し
て
い
ま
す
。
港
区
で

貿
易
関
連
の
会
社
を
経
営
す
る
か

た
わ
ら
、
方
言
の
研
究
家
と
し
て

も
活
躍
し
て
お
り
、
ご
存
知
の
人

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
市
の
公
会
堂
跡
に

現
在
建
設
中
の
「
新
潟
市
民
芸
術

文
化
会
館
」
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
が
1
0
月
2
2
日
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
、
そ
の
献
堂
曲
の

作
詞
を
新
潟
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
な
ど
、
作
詞
家
と
し
て
も
ご
活

躍
中
で
す
（
作
曲
は
、
ご
友
人
の

團
伊
玖
磨
氏
）
。

　
春
日
さ
ん
は
、
東
京
十
日
町
会

の
事
務
局
長
を
し
て
い
ま
す
。
中

央
区
で
弁
護
士
を
す
る
か
た
わ
ら
、

立
正
大
学
法
学
部
教
授
と
し
て
も

ご
活
躍
中
で
す
。

　
昨
年
、
住
専
処
理
機
構
の
中
坊

社
長
か
ら
東
京
弁
護
士
団
の
団
長

の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
住
専
の

元
経
営
陣
や
母
体
行
に
対
し
て
、

貸
付
け
や
紹
介
責
任
の
追
及
に
東

奔
西
走
の
、
非
常
に
ご
多
忙
の
毎

日
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
3
月
2
5
日
、
東
京

十
日
町
会
の
役
員
会
が
行
わ
れ
、

10

月
1
7
日
出
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
東
急

ホ
テ
ル
（
千
代
田
区
永
田
町
）
で

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
多
数
の
出
席
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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相談コーナ・一

①定例行政相談　　　　5月8日働
②交通事故相談　　　　5月11日（月）

③巡回職業援助相談　　5月15日樹

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

5月14日休）神山博之弁護士

　　28日㈲大塚勝弁護士
午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

5麗ノホンサーじス
露十日町市観光情報

　　　　　　　57－0500
雷くらしのダイヤル

　　　025－285－7000
5／6～5／11多様化したローン・タレジ

　　　　ットの選択
5／11～5／18クレジットカードの種類

　　　　と特徴
5〆18～5／25消費生活相談事例

　　　　～アポイントメントセー

　　　　ルスのトラブル～

5／25～6燕　朱成年者の契約

か
け
ま
せ
ん
か

サ
イ
イ
ェ
ン
グ
ワ
ン

崔
岩
光
コ
ン
サ
ー
ト

影
日
時
日
6
月
1
2
日
樹
午
後
7
時
～
（
6

時
開
場
）
霧
場
所
目
ク
ロ
ス
ー
0
霧
チ
ケ
ッ

ト
H
前
売
日
3
千
5
百
円
（
当
日
”
4
千

円
）
雛
間
合
せ
H
あ
っ
た
か
ク
ラ
シ
ッ
ク

実
行
委
員
会
事
務
局
・
柳
（
智
5
7
1
9
3

－
2
8
）
へ
。

5
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

纏
日
時
H
5
月
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6
日
の
火

曜
日
午
前
1
0
時
～
※
2
6
日
は
「
ほ
く
ほ
く

線
」
で
「
大
池
い
こ
い
の
森
」
に
春
の
遠

足
に
出
か
け
ま
す
。
雛
間
合
せ
H
公
民
館

本
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集
　
移
募
集
住
宅

H
谷
内
丑
市
営
住
宅
2
戸
笏
間
取
り
H
6

畳
2
室
・
4
畳
半
1
室
・
D
K
笏
家
賃
H

昭
和
5
9
年
建
設
髄
1
8
、
1
0
0
円
～
、

平
成
元
年
建
設
“
1
9
、
5
0
0
円
～
笏

申
込
み
“
4
月
2
7
日
㈲
～
5
月
1
3
日
㈱
ま

で
に
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
建
築
住
宅

係
へ
。

◆
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
な
か
ま
の
家
」

職
員
募
集
　
笏
資
格
H
①
原
則
と
し
て
中

魚
沼
郡
・
十
日
町
市
内
に
住
所
ま
た
は
本

籍
を
有
し
、
採
用
後
は
通
勤
可
能
な
地
域

に
居
住
で
き
る
人
②
昭
和
2
8
年
4
月
2
日

～
5
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

看
護
婦
ま
た
は
保
健
婦
の
資
格
を
有
す
る

人
笏
募
集
人
数
H
看
護
婦
1
人
笏
申
込
み

H
5
月
1
5
日
働
ま
で
に
（
郵
送
の
場
合
は

当
日
消
印
有
効
）
履
歴
書
に
卒
業
証
明
書
、

成
績
証
明
書
、
免
許
等
資
格
証
明
書
を
添

付
し
て
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
な
か
ま

の
家
」
（
〒
蝿
ー
0
1
2
2
川
西
町
大
字
上

野
甲
2
8
9
6
－
2
盈
6
8
－
4
0
1
3
）

へ
。◆

第
1
回
織
人
染
人
展
作
品
募
集

　
日
本
の
民
族
衣
装
と
し
て
、
伝
統
的
な

き
も
の
、
多
様
化
す
る
現
代
に
即
応
し
た

き
も
の
を
次
世
代
に
伝
承
し
、
個
々
の
研

究
成
果
を
発
表
し
、
互
い
に
技
術
、
感
性

の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。
笏
間
合
せ
H
織

人
染
人
展
事
務
局
・
野
村
（
奮
5

2
1
3
6

5
0
）
へ
。

◆
水
道
料
金
は
ロ
座
振
替
を
お
す
す
め
し

ま
す
　
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
4
月
請

求
分
ま
で
、
一
部
地
域
に
お
い
て
集
金
員

が
直
接
お
伺
い
し
て
集
金
し
て
い
ま
し
た

が
、
経
費
節
減
、
事
故
防
止
及
び
口
座
振

替
が
一
般
的
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
集
金
制

度
を
廃
止
し
ま
す
。
今
後
は
、
口
座
振
替

で
納
入
い
た
だ
く
か
、
料
金
納
入
通
知
書

に
よ
り
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
市
役
所

銀
行
派
出
所
、
水
道
局
の
窓
口
で
納
入
い

た
だ
く
か
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
な
り
ま

す
。
納
入
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
・
に
も
口
座
振

替
の
手
続
き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
笏
間

合
せ
“
水
道
局
事
務
係
へ
。

◆
青
い
鳥
郵
便
葉
書
を
発
行
　
郵
便
局
で

は
、
身
体
に
重
度
の
障
害
（
1
・
2
級
）

の
あ
る
人
に
1
人
2
0
枚
の
青
い
鳥
郵
便
葉

　
　
　
ぎ

雛
羅
．

　
鞭
躍
叢

瀞
、

　
　
鰯
欝
、

韓
響

麟
鐵
醜
、

線　
　
コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑬

　
・
ほ
っ
く
ほ
く
な
ん
で
も
案
内
所

　
　
　
気
軽
に
窓
を
開
け
て
く
だ
さ
い

　
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会
で
は
4
月
1
日
㈱
か
ら
、
ほ
く
ほ
く
線
十
日

町
駅
の
営
業
開
発
室
の
一
角
に
、
沿
線
市
町
村
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て

「
ほ
っ
く
ほ
く
な
ん
で
も
案
内
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
案
内
所
に
は
、
一
般
募
集
で
選
ば
れ
た
桑
原
雪
枝
さ
ん
（
学
校
町
1
）

と
飯
塚
雅
子
さ
ん
（
山
本
4
）
が
隔
日
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
案
内
所
が
設
置
さ
れ
て
約
2
5
日
が
経
過
、
窓
口
を
利
用
す
る
人
は
平
日

が
1
0
人
前
後
、
土
・
日
曜
日
が
1
5
人
前
後
と
の
こ
と
で
す
。

　
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
桑
原
さ
ん
は
「
案
内
所
を
利
用
す
る
人
か
ら
よ

く
聞
か
れ
る
の
は
、
お
い
し
い
お
そ
ば
は
ど
こ
に
行
っ
た
ら
食
べ
ら
れ
ま

す
か
。
な
ど
1
時
間
程
度
で
見
た
り
食
べ
た
り
で
き
る
所
で
す
ね
。
ま
た
、

佐
渡
観
光
協
会
か
ら
は
直
江
津
か
ら
の
入
り
込
み
を
想
定
し
て
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
設
置
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
協
議
会
を
構
成
す
る
6
市

町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
と
窓
口
で
の
個
別
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
沿
線
市
町

情
報
を
収
集
し
、
何
月

に
は
ど
こ
ど
こ
の
市
町

村
と
い
っ
た
、
よ
り
効

果
的
な
情
報
提
供
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
気
軽
に
案
内
所
の
窓

を
開
け
て
も
ら
え
る
雰

囲
気
づ
く
り
を
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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書
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
笏
申

し
出
期
間
H
6
月
1
日
㈲
ま
で
笏
問
合
せ

H
十
日
町
郵
便
局
郵
便
課
（
盈
52
－
2
3

0
0
）
へ
。

◆
霧
谷
埋
立
地
へ
の
搬
入
順
路
と
持
ち
込

み
の
お
願
い
　
川
西
町
道
・
田
中
藤
沢
線

・
（
通
称
長
福
寺
沢
線
）
が
4
月
2
0
日
㈲
か

ら
1
1
年
3
月
31
日
ま
で
ダ
ム
工
事
の
た
め

「
全
面
交
通
止
め
」
に
な
り
ま
す
。
迂
回

路
は
、
県
道
室
島
十
日
町
線
（
吉
田
山
谷

経
由
）
と
国
道
2
5
2
号
越
ケ
沢
ト
ン
ネ

ル
を
出
て
左
折
、
町
道
田
戸
越
ケ
沢
ト
ン

ネ
ル
線
か
ら
林
道
経
由
の
順
路
に
な
り
ま

す
。
の
間
合
せ
“
十
日
町
市
川
西
町
衛
生

施
設
組
合
（
智
5
2
－
3
9
2
4
）
へ
。

◆
転
作
作
物
等
の
栽
培
指
針
　
転
作
等
で

水
稲
以
外
の
作
物
を
栽
培
し
、
栽
培
方
法

等
を
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
中
魚
沼
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
－
5
5
1

8
）
へ
。

◆
山
火
事
に
ご
注
意
！
　
春
先
は
山
火
事

の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
①
た
き
火

は
完
全
に
消
す
②
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
投

げ
捨
て
な
い
③
強
風
や
乾
燥
時
に
は
た
き

運行日
5／10（1

6／7（1

7／5（1

8／23（1

9／6（1

10／3（二

十日町駅西ロー当間高原リゾート・ベルナティオー
　（10：15発）　　　　　　　　（10：40～11130）

星と森の詩美術館　　　　　クロス10
　（11：55～12：15）　　　　（12：35～13：25昼食・買物）

ミティラー美術館　　　　十日町市博物館一
　（13145～14：05）　　　　　（14130～15：10）

きもの絵巻館or和の風orきもの絹都一十日町駅西
　　　（15115～15140買物）　　　　　　　　（15145頃）

あじさい公園
（10：40～11：20）

一ニツ屋温泉
2：25～13125昼食・入浴）

十日町市博物館一
　（14二30～15110）

の絹都一十日町駅西
　　　　　　（15：45頃）

清津峡
1：00～11：45）

　　クロス
（13155～14：25

館or和の風c
5：15～15：40　置

十日町駅西口
　（10：15発）

弁天池（二千年蓮）一
　（11：50～12：20）

　　クロス10　一
（13：55～14：25買物）

きもの絵巻館or和の風o
　　　（15：15～15：40　買

十日町駅西口
　（10115発）

　　黒沢観光栗園
（12：20～13：30栗拾い・昼食

十日町市博物館一き
　（14：30～15：10）

　　　　十日町駅西
　　　　　（15：45ヒ頁）

一3345）　●旅行取扱＝越後交通㈱十日町営業所（智5
●その他＝コース・時間は変更になる場合があります

●問合せ＝十日町市観光協会

車3日前までにご予約くださ

火
を
し
な
い
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

林
野
に
「
火
入
れ
」
を
す
る
時
は
、
7
日

前
ま
で
に
農
林
課
林
政
農
災
係
へ
。

◆
1
0
年
度
調
理
師
試
験
　
笏
資
格
“
中
学

校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人
で
調
理
業
務
に
従
事
し

た
経
験
が
2
年
以
上
あ
る
人
笏
必
要
書
類

“
①
調
理
師
試
験
受
験
願
書
②
調
理
業
務

従
事
証
明
書
③
卒
業
証
明
書
等
④
写
真
笏

申
込
期
間
目
5
月
n
日
㈲
～
1
8
日
㈲
笏
問

合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7
1
2
4
0

0
）
へ
。

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
鐙
島
地
区
一
部
供

用
開
始
　
4
月
1
日
か
ら
高
島
、
南
鐙
坂
、

北
鐙
坂
の
一
部
で
下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
笏
問
合
せ
“
下
水
道
課

（
智
52
1
7
4
4
1
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

灘
灘
灘

え
趨
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

纏
日
時
H
5
月
8
日
働
“
短
時
問
で
で
き

る
和
風
お
も
て
な
し
料
理
、
1
9
日
㈹
”
イ

タ
リ
ア
料
理
（
時
間
は
両
日
と
も
午
前
1
0

時
3
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分
）
霧
場
所
“
東

北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
髪
定
員
H
1
8
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
膨
参
加
費
0
5

百
円
籔
問
合
せ
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
（
盈
52
i
3
1
0
7
）
へ
。

雪
国
お
見
合
い
サ
ミ
ツ
ト

雛
日
時
H
5
月
31
日
㈲
霧
場
所
H
N
A
S

P
A
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
湯
沢
町
）
獲
定

⑬

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
「
平
成
園
」

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
平
成
園
は

大
き
く
分
け
て
三
つ
の
仕
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
第
1
は
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
業
務
、
第
2
に
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
業
務
、
第
3
に

配
食
サ
ー
ビ
ス
業
務
で
す
。

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
平
成
園
に
は
部
屋
が
四
つ
あ
り
、

超
音
波
完
備
の
大
き
な
お
風
呂
も

あ
り
ま
す
。
6
0
歳
以
上
の
人
で
あ

れ
ば
1
0
0
円
、
6
0
歳
以
下
の
人

は
2
0
0
円
の
料
金
で
1
日
ゆ
っ

く
り
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン

（
健
康
治
療
器
）
、
3
、
0
0
0
曲

以
上
の
レ
ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ
、
あ

ん
ま
機
な
ど
が
あ
り
、
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
に
は
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て
い
て
、
1
0

人
以
上
の
団
体
の
場
合
は
無
料
で

送
迎
し
ま
す
。

　
開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時
（
入
浴
は
午
前
1
0
時
～
午

後
4
時
）
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週

土
曜
日
と
国
民
の
祝
祭
日
で
す
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
）

　
平
成
園
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
6
5

歳
以
上
の
一
人
で
用
の
足
り
る
虚

弱
老
人
が
対
象
で
す
。
月
曜
～
金

曜
日
の
週
5
日
間
実
施
し
、
お
年

寄
り
が
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
ら

な
い
た
め
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
、
生
活
指
導
、
養
護
、
入
浴
、

給
食
で
、
利
用
料
は
1
日
あ
た
り

5
0
0
円
で
す
。

■
配
食
（
訪
問
給
食
）
サ
ー
ビ
ス

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
世
帯
を

対
象
に
、
月
曜
～
金
曜
日
ま
で
の

希
望
す
る
日
に
昼
食
の
配
達
を
行

っ
て
い
ま
す
。
料
金
は
1
食
4
0

0
円
で
す
。

平
成
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
（
珠
川
ア
イ
り
ス
畑
に
て
）
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1
署

～
竃
§
i し

卜
卜

し

E

1
ヨ i

l
5
1

1
1
1 I
I

員
”
1
6
0
人
雛
参
加
費
H
男
性
“
6
千

円
、
女
性
H
3
千
円
雛
対
象
H
男
性
は
3

魚
沼
地
域
在
住
者
ま
た
は
就
職
者
（
女
性

は
国
内
在
住
）
で
未
婚
も
し
く
は
離
婚
が

成
立
し
た
人
。
年
齢
は
2
0
歳
～
4
5
歳
ま
で
。

霧
応
募
先
H
5
月
2
0
日
㈱
ま
で
に
雪
国
魚

沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
智
0
2

5
7
1
8

2
1
1
6
5
3
）
へ
。

畿ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
〉

①
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
笏
日
時
”
昼
の

部
”
5
月
1
2
日
㈹
～
（
毎
週
火
曜
日
午
前

9
時
3
0
分
y
）
、
夜
の
部
“
5
月
1
4
日
㈱
～

（
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
）
笏
場

所
1
1
総
合
体
育
館
移
参
加
費
”
1
回
に
つ

き
百
円

②
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
　
笏
日
時

0
5
月
1
3
日
㈱
～
（
毎
週
水
曜
日
午
後
7

時
3
0
分
～
）
笏
場
所
目
総
合
体
育
館
笏
指

導
H
体
育
指
導
委
員
笏
問
合
せ
H
①
②
と

も
総
合
体
育
館
（
智
5
2
1
4
3
7
7
）
へ
。

〈
市
民
テ
ニ
ス
指
導
会
（
硬
式
）
〉

笏
日
時
日
5
月
～
1
0
月
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
午
後
7
時
3
0
分
～
の
場
所
H
サ
ン
ス
ポ

ー
ツ
ラ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
笏
参
加
費
0

5
百
円
笏
申
込
み
H
馬
場
勝
（
テ
ニ
ス
協

会
事
務
局
智
6
8
i
4
5
6
0
）
ま
た
は
阿

部
勝
久
（
テ
ニ
ス
協
会
強
化
委
員
長
智
5
7

1
8
0
8
9
）
へ
。

〈
第
2
回
親
子
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
ス
ク
ー

ル
〉
　
笏
日
時
H
5
月
1
2
日
～
1
0
月
末
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
～
（
雨
天
の

場
合
中
止
）
笏
場
所
H
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
笏
対
象
H
親
子
（
子
供

は
中
学
生
以
下
）
笏
参
加
費
”
一
家
族
5

千
円
笏
申
込
み
H
4
月
末
ま
で
に
村
山
穣

（
暦
5
2
－
5
3
9
5
）
ま
た
は
馬
場
勝
へ
。

〈
硬
式
テ
ニ
ス
基
本
講
習
会
〉
　
笏
日
時

H
5
月
9
日
～
6
月
1
3
日
の
毎
週
土
曜
日

午
後
7
時
3
0
分
～
笏
場
所
U
総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
笏
対
象
H
初
心
者
、
初
級
レ
ベ

ル
の
人
笏
定
員
H
4
0
人
笏
参
加
費
H
3
千

円
笏
申
込
み
H
馬
場
勝
ま
た
は
樋
熊
信
夫

（
テ
ニ
ス
協
会
普
及
委
員
長
費
5
7
－
5
0

8
6
）
へ
。

〈
ミ
一
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
〉

笏
日
時
H
毎
週
月
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～

（
祝
祭
日
は
休
み
）
笏
場
所
H
総
合
体
育

館
の
対
象
ロ
小
学
4
～
6
年
の
男
女
笏
年

会
費
目
5
千
円
（
大
会
参
加
交
通
費
別
）

笏
第
一
回
保
護
者
会
H
4
月
2
7
日
㈲
午
後

7
時
3
0
分
か
ら
総
合
体
育
館
笏
申
込
み
H

4
月
末
ま
で
に
柳
幸
一
（
ミ
ニ
バ
ス
事
務

局
盈
6
5
1
3
9
5
9
）
へ
。

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

募
集
〉
　
笏
日
時
H
毎
週
木
曜
日
午
後
6

時
4
5
分
～
と
毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
午
前

9
時
3
0
分
～
（
第
1
回
は
5
月
2
0
日
㈲
）
傷

場
所
H
十
日
町
小
学
校
西
屋
内
運
動
場
笏

団
費
”
4
千
8
百
円
笏
説
明
会
H
4
月
2
7

日
㈲
午
後
7
時
3
0
分
か
ら
総
合
体
育
館
笏

申
込
み
H
庭
野
哲
夫
（
智
5
7
1
2
7
7
5
）

ま
た
は
総
合
体
育
館
へ
。

　　歩行者も交通ルールを

　　　　　　　　守りましょう

　　〈歩行者のための常識チェック〉

※青信号は「進め」だから…と思っていま

　せんか？

　青信号の正しい意味は、「進め」ではなく

「進むことができる」という意味で、安全

確認をしないとやはり危険です。

※車が通り過ぎたから大夫丈？

　目の前の車が通り過ぎたから…と安心せ

ず、反対方向の安全もしっかり確認して渡

りましょう。

※自宅付近だから安心？

　歩行者事故の多くは、自宅から500m以内

で起きています。通り慣れた自宅付近の道

路も油断しないようにしましょう。

※自転車も交通ルールを守りましょう。

個癒）。、躯

鴇コ㌧
》

、

　　　マ・乙　『　冨1　ち
　　　　ル　　　　　　　　　も　　　　ぜ

　ン7　　ηnマW　　一一　
市内の3月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

10年 24（60） 25（62） 0（0） 47（185）

9年 17（42） 18（45） 0（2） 40（149）

灘
糠
S

聾
盛
駈

鐵
．
憩
職

難
O
。

．
、
P

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報

～
7
月
1
目
よ
り
オ
ー
ブ
ン
～

◆
盛
膨
ー
ニ
ン
グ
器
具
が
今
流
行
の
最

　
新
マ
鎌
ン
鷹
更
新
さ
鵜
ま
塗
。

◆
罰
ン
ピ
ュ
ー
タ
鷹
よ
る
運
動
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

◆
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
當
駐
し
ま
す
。

　
中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
、
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
安
い
利
用
料
で
民
間
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
並
の
指
導
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
シ
ス
テ
ム
〉

①
「
登
録
講
習
会
」
の
日
時
の
確
認
と

　
予
約
　
　
　
　
↑

②
「
登
録
講
習
会
」
の
受
講

　
　
　
　
　
　
　
↑

③
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
登
録
証
（
仮
）
」

　
発
行
　
　
　
↑

④
こ
れ
で
随
時
利
用
が
可
能
「
個
人
プ

　
ロ
グ
ラ
ム
の
処
方
を
受
け
る
に
は
…
」

　
　
　
　
　
　
　
↑

⑤
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
券
（
別
表
）
」

　
を
購
入
す
る
。
↑

⑥
「
体
力
測
定
」
の
日
時
の
確
認
と
予
約

　
　
　
　
　
　
　
↑

⑦
「
体
力
測
定
」
の
受
診

　
　
　
　
　
　
　
↑

⑧
次
回
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
「
個

　
人
メ
ニ
ュ
ー
」
提
供
。

　
　
　
　
　
　
　
↑

⑨
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
」
と
し
て
あ

　
な
た
の
健
康
状
態
・
体
力
レ
ベ
ル
に

　
合
わ
せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
始
。

　
μ
　
　
　
　
　
　
お
な
か
の
出
て
き

　
．
”
・
　
　
　
　
た
お
父
さ
ん
・
シ
ェ

　
。
　
　
　
　
　
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い

奥
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
6
月
1
0
日
㈱
か
ら
「
登
録
講
習
会
」

　
の
予
約
受
付
開
始
（
先
着
順
）

■
機
器
入
れ
替
え
の
た
め
、
6
月
1
日

　
㈲
～
3
0
日
㈹
ま
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
ご
協
力
く

　
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

券
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育

用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総

グン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

聞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

大　　人 小人（中学生のみ）

現
使
用
料

室ト
　レ利1

用二
料多

合
計

現
使
用
料

室ト
　レ利i

用二
料歩

合
計

12か月券 3，000 4，000 7，000 1，500 2，000 3，500

9か月券 2，500 3，500 6，000 1，250 1，750 3，000

6か月券 1，800 3，200 5，000 900 1，600 2，500

3か月券 1，000 2，000 3，000 500 1，000 1，500

1回券 200 100 300 100 50 150

70



へ

健康福祉課盈57－3111論意癖博顧ゑ麟岬雄本一の健康都市づくり

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
C
G
接
種
が
始
ま
り
ま
す

纏
該
当
す
る
子
供
H
①
5
月
1
日
現
在
、

生
後
3
か
月
か
ら
接
種
日
現
在
（
判
定
・

B
C
G
）
、
4
歳
未
満
の
子
②
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
の
判
定
で
、
B
C
G
の
対
象

に
な
っ
た
が
未
接
種
の
子

笏
受
け
ら
れ
な
い
子
供
H
①
ポ
リ
オ
、
麻

し
ん
、
風
し
ん
接
種
後
1
か
月
を
経
過
し

て
い
な
い
子
②
体
に
広
く
湿
し
ん
の
あ
る

子
③
発
熱
し
て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障

害
の
あ
る
子
④
B
C
G
を
接
種
し
た
子

霧
注
意
す
る
こ
と
H
①
「
予
防
接
種
と
子

供
の
健
康
（
◆
結
核
◆
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
・
B
C
G
）
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く
だ

さ
い
。
②
医
師
に
よ
る
予
診
（
視
診
、
聴

診
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
脱
ぎ
や
す
い
服

で
来
て
く
だ
さ
い
。

纏
持
参
す
る
も
の
H
①
母
子
健
康
手
帳
②

体
温
計
③
十
日
町
市
に
登
録
を
し
て
い
な

い
と
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
あ
る
市
町

村
で
発
行
し
た
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」

を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

雛
問
い
合
わ
せ
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
へ
。

表〉程日〈

地区 ツベルクリン接種 判定・BCG接種 受付時間 会場

十日町 5月6日㈱ 5月8日㈹

午
後
1
30
～
2
3
0

保
健
セ
ン
タ
1

新　座
中　条

下　条

5月12日（殉 5月14日休）

川　治
六　箇
吉　田
水　沢

5月13日㈱ 5月15日㈹

◆
4
月
1
日
か
ら
H
－
V
感
染
者
が
身
体

障
害
者
手
帳
交
付
の
対
象
に

笏
申
請
方
法
H
所
定
の
申
請
書
及
び
診
断

書
に
写
真
を
添
え
て
、
健
康
福
祉
課
障
害

援
護
係
へ
。
※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

第
3
者
に
漏
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
笏
利
用
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
H

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
各
種
施
策
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
等
笏
問
合

せ
H
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
保
健
所
難
病
相
談

傷
日
時
“
5
月
1
5
日
働
午
後
2
時
～
4
時

纏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
担
当
医
H
石

川
医
師
笏
問
合
せ
1
1
十
日
町
保
健
所
（
智

駆
1
2
4
0
0
）
へ
。

◆
酒
害
の
相
談

纏
目
時
H
5
月
1
5
日
働
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
傷
場
所
”
十
日
町
保
健
所
笏
間
合
せ

H
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

甲5月の休日救急医

　
0
8
1
3
7
8
7
6

　
0
1
1
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7
1
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7

　
1
0
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9
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2
　
2
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3
　
2
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57
　
　
　
6
8
　
　
　
駿
　
　
　
5
5
　
　
　
6
6
5
7
　
　
　
52
　
　
　
52

　
　
盈
　
　
　
費
　
　
　
費
　
　
　
費
　
　
　
費
費
　
　
　
費
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
⑳
）
）
の
〉
）
）
西

日
附
醐
翫
樋
噸
隅
潮

念
四
休
“
の
梼
　
牒
　
俸
砒
　
㎝
　
栖

記
ー
の
　
　
も
　
　
　
ー

法
院
民
院
ど
院
院
院
院
院
院

害
バ
国
籠
こ
医
医
医
病
医
医

嬰
朋
議
晶
晶
山
晶
島
鴇

3
大
4
第
5
庭
m
山
1
7
長
中
2
4
大
31
至

むし歯のないよい歯の子
　3月の3歳児健診を受けた子35人

者
利
郎
浩
　
　
英

護
　
　
　
　
　
章

保
勝
一
利
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

舗
灘
響

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
人
子
郎
鵬
大
善

子
の
柾
理
太
軌
正

歯
　
　
　
滉

凝
木
崎
水
山
井

　
齋
福
清
丸
酒

5月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児〕

28日
休》

午後1時10分

　～1時45分

6年11月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

20日
（水）

午後1時10分

　～1時45分

8年11月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

27日

㈱

午後1時10分

　～1時30分

10年1月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
19日
（幻

午前9時

～9時50分

7年

10月・11月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

12日
（幻

午前9時15分

　　～10時

9年7月
生まれの乳児

隣編朝

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。
※平成6年12月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。6月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、5月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

5月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 11・18・25日（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティーセンター

12日（幻

午前9時～11時30分

大細コミュニティーセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

21日㈲

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 “
斗士

15日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

22日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ二健康福祉課健康増進係

5月の献血車
◆全血献血　3日（日）（終日）商工福祉会館

　　　　　　　　　　　　　（きものまつり）

　　　　　　28日㈲（※1）㈱協立パイパーツ

　　　　　　　　　（※2）J　A十日町本所

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～4時
　※1午前10時～午後0時30分、※2午後1時30分～3時

◆成分献血　13日㈱（終日）十日町市役所

　　　　　　29日㈹（終日）新潟県総合庁舎

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。

77　平成10年4月25日号
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　ヴェッラージォ市ばヨモ湖をコモ市方向とレッコ市方向

に向かって分ける岬の先端に位置しています。そして、ヴ

ェッラージォ市の付近がコモ湖の最深部になります。

　また、コモ湖周辺でも最も有名な観光地で、コモ湖の真

珠と言われています。絶景の地であり、湖岸のアーケード

には特徴的な古δカフェテリアや絹製品の店、レストラン

などが並んでいます。ヴェッラージォ市はぜひ一度訪問す

る価値のある町です。

　この町は1995年10月に十日町市からの親善使節団が訪れ

た所で、コモ市のカブール広場から遊覧船で1時問くらい

の所にあります。そして、ヴィッラ・セルヴェッロー二は、

灘．．灘．灘騒縷韻鱗灘灘灘懇

このヴェッラージォ市に位置しています。

　この別荘は、1788年にセルヴェッロー二と言う裕福な家

の所有となり、ヴィッラ・セルヴェッロー二と名付けられ

ました。内部は17～18世紀の装飾で、丸天井や格子天井の

一連の広問があります。

　現在はアメリカのロックフェラー財団の所有で、文化的

なコンベンションや研究用の場所として使われています。

　コモ湖畔にはドイツ財団やアメリカ財団があります。将

来的には、コモに日本財団もできたらいいですね。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。
／〆＾、＼

かみすぎに注意〃
　　　　　十高マン研

私
毛
幼
少
の
㌧
3
嚇£讐
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　　　　　瞬も　　6
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∠
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o
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スクールNOW

西小学校
いたずら太鼓クラブ

西小学校
茄．25

糠

欝　　　　　　　　　　餐’

嚢
鱗

き

　　　　　　　簾　　　　粥　　　 鰹綜　　　　贈　　　　麟　　　　隔

畿醸遜　　．　　　　　　　　　　　　　　蔓　　　　　　購

　く、，　　建　　毒　　覇　湾鼎

鍵鮒，　踊謁
駆、ち　　　　　　’　　　　　　　　』　’
Pげ・　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　■　　r　　’
　　　　　、

窟
裂
p

　　西小学校いたずら太鼓クラブは、3年前

　に結成され運動会や文化祭で勇壮な太鼓の

　演奏をしてきました。

　　水曜日の6限にクラブの時間があり、そ

　の時に練習をします。太鼓を習いたてのこ

　ろは手の皮がむけ、まめになり、またその

　まめがむけてしまうこともありましたが、

　太鼓をたたくことの喜びは手の痛さや日ご

　ろのイライラを忘れさせてしまうほどです。

　　今年の2月には、長野オリンピック文化

　芸術プログラム2，000人揃い打ちと閉会式に

　十日町大太鼓雪花会、十日町小学校和太鼓

　部とともに参加することができました。オ

　リンピック会場の5万人の前での演奏は一

　生の思い出となりました。

　　今までは、オリンピックで演奏する曲を

，中心に練習してきましたが、これからは西

　小独自の曲を子供たちの手で作り上げ、太

鼓をたたく西小の子供たちに引き継ぎ伝統

　の1ぺ一ジを開きたいと考えています。

雪
国
に
住
む
者
に
と
っ
て
春
は
一
番
待
ち
遠

し
か
っ
た
季
節
で
す
。
桜
の
花
は
散
っ
た
も

の
の
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
春
の
花
が
咲

き
街
全
体
が
輝
い
て
見
え
ま
す
。

　
紙
面
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
県
の
選
定

し
た
「
ふ
る
さ
と
環
境
価
値
づ
く
り
1
0
0

選
」
に
市
内
か
ら
は
水
沢
地
区
の
花
い
っ
ぱ

い
運
動
や
あ
じ
さ
い
公
園
な
ど
4
地
区
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
景
観
と
い
う
も
の

は
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
ま
た
そ
の
場
所
を

訪
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
も
の
で

す
。
景
観
に
は
季
節
ご
と
に
移
り
変
わ
る
自

然
そ
の
も
の
の
美
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
大

半
の
景
観
に
は
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
厳
し
い
豪
雪
地
帯
に
あ
る
こ
の

地
方
で
は
庭
木
の
囲
い
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
出

し
入
れ
な
ど
何
か
と
苦
労
も
多
い
は
ず
。
美

し
い
景
観
は
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
地
道
な
努

力
の
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
所
を
訪

れ
る
者
に
と
っ
て
、
最
低
限
の
謝
意
は
そ
の

場
所
に
ご
み
を
残
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
市
報
が
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
も
間
近
で
す
。
さ
わ
や
か
な
季
節
、
み

な
さ
ん
は
ど
ち
ら
に
出
か
け
ま
す
か
。
　
④

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十日町市民の願い’ 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花

72




